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　決算認定９件、補正予算５件、報告１件、人事案１件，条例６件が

提出され審議が行われました。議案の概要

　平成３０年度決算の歳入総額は６１億９，１６６万２３５円、前年度と比較して 1億

１，８６４万９，９７７円１．９％の減、歳出総額は６０億９，３２９万５，５３５円、

前年度と比較して、９，６４５万７，６５８円、１．６％の減となっています。

　翌年度へ繰り越すべき財源は、２，０３６万１，０００円で、実質収支額は７，８００

万３，０００円となっており、このうち５，０００万円を財政調整基金に積み立てます。

区　　分

高原町住宅新築資金等貸付事業

収益的収支
収　入

支　出

収　入

支　出

水道事業 病院事業工業用水道事業

資本的収支

高原町農業集落排水事業

高原町国民健康保険

高原町後期高齢者医療

保険事業勘定高原町

介護保険事業 サービス事業勘定

853,260

27,703,121

1,546,203,179

306,585,689

207,496,382

187,710,964

65,151,029

116,309,743

−

−

2,048,502

2,048,502

26,976,466

986,384,866

1,011,309,905

72,750,917

1,255,352,718

4,232,445

853,249

24,701,864

1,524,865,839

301,952,419

1,215,205,815

3,584,678

11

3,001,257

21,337,340

4,633,270

40,146,903

647,767

歳　　入

（単位：円）

（単位：円）

各特別会計と工業用水道事業会計決算

【公営企業会計】

歳　　出 差引残額

９月補正　　２億１,７２２万５千円
予算総額　６２億　４１６万９千円

歳入総額　６１億９,１６６万円　
歳出総額　６０億９,３２９万６千円を認定

令和元年度　一般会計補正予算

平成３０年度　一般会計決算
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○農道整備費

　   県単独土地改良事業　山宮地区（Ｌ＝４９９．１ｍ）・・・・３，６００万円

○観光費

　   国立公園整備事業　御池松の港野営場園路整備工事

　　　　　　　　　　　東屋・テーブルベンチ改修工事・・・２，１７６万３千円

○学校管理費

　   広原小学校校庭ブロック改修工事・・・・・・・・・・・・・２７３万２千円

　　狭野小学校非常階段設置・屋根改修工事・・・・・・・・・・４２９万８千円

　　狭野小学校教職員トイレ改修工事・・・・・・・・・・・・・４３７万４千円

○水道事業費

　   旭台地区　紫外線処理施設整備工事・・・・・・・・・・３，０６７万１千円

平成３０年度決算の主な内容（主な事業のみ掲載）

▲土地改良事業（山宮地区） ▲国立公園整備事業（御池）

▲広原小学校（校庭ブロック改修工事） ▲狭野小学校（非常階段設置・屋根改修工事）

▲狭野小学校（教職員トイレ改修工事） ▲旭台地区（紫外線処理施設整備工事）

現地調査　令和元年９月１０日
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一   

問

質

般

町
の
考
え
を
問
う

ここが聞きたい　　　問＆答

福澤　卓志議員

問　
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

導
入
に
つ
い
て

答　

議
会
に
関
す
る
印
刷

（
例
規
集
、
予
算
書
含
む
）

の
金
額
は
、
年
間
約
１
８
９

万
円
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

関
し
、
議
会
の
意
向
と
併
せ

て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問　
中
央
運
動
公
園
野
球
場

ト
イ
レ
に
つ
い
て

答　
全
て
の
方
々
が
安
全
に

利
用
で
き
る
様
に
、
簡
易
水

防
災
元
年
と
し
て
考
え
る
機
会
を

防
災
元
年
と
し
て
考
え
る
機
会
を

洗
ト
イ
レ
も
視
野
に
財
源
等

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
イ
ベ
ン
ト
広
場
舗
装
に

つ
い
て

答　
財
政
面
を
考
え
な
が
ら

小
区
画
単
位
で
も
年
次
計
画

で
、
広
場
の
整
備
を
行
っ
て

い
く
。

○
本
町
の
防
災
に
つ
い
て

問　
防
災
に
関
す
る
質
問

答　
防
災
組
織
は
完
全
に
は

機
能
し
て
い
な
い
事
か
ら
、

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

防
災
士
の
資
格
を
持
っ
た
専

門
家
を
入
れ
て
、
組
織
の
強

化
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
町

か
ら
の
災
害
情
報
を
、
一
斉

送
信
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
準

備
が
出
来
た
の
で
登
録
を
お

願
い
し
た
い
。

①
避
難
所
の
開
設
が
必
要
な

場
合
は
、
施
設
管
理
者
で
あ

る
区
長
に
連
絡
し
開
設
す
る
。

②
備
蓄
倉
庫
は
各
小
学
校
校

区
と
、
ほ
ほ
え
み
館
に
あ
り
、

非
常
食
（
50
人×

３
日
分
）
、

日
用
品
が
入
っ
て
い
る
。

③
要
支
援
者
情
報
の
リ
ス
ト

化
は
、
出
来
て
い
な
い
。

問　
町
内
防
災
士
に
つ
い
て

答　
町
内
に
防
災
士
が
23
名

い
る
。
取
得
に
関
す
る
補
助

は
行
な
っ
て
い
な
い
が
防
災

士
育
成
の
た
め
に
考
え
て
行

き
た
い
。

問　
消
防
団
員
確
保
に
つ
い

て答　
各
分
団
と
後
援
会
に
お

願
い
し
て
い
る
。

問　
役
場
職
員
の
消
防
団
員

に
つ
い
て

答　
１
６
４
名
中
50
名
が
各

分
団
に
所
属
。
深
夜
火
災
発

生
に
出
動
し
た
職
員
が
、
翌

日
の
出
勤
へ
の
緩
和
等
処
置

に
関
す
る
条
例
や
規
則
が
無

い
た
め
、
有
休
な
ど
で
対
応

し
て
い
る
職
員
が
多
い
。

問　
女
性
消
防
団
員
に
つ
い

て

答　
２
名
所
属
、
女
性
消
防

団
員
が
増
え
て
欲
し
い
。

○
本
町
の
ご
み
処
理
に
つ
い

て問　
霧
島
美
化
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

答　
最
終
処
分
場
と
し
て
の

埋
立
処
理
は
終
了
し
た
が
、

今
後
の
運
営
等
に
つ
い
て
は

小
林
市
と
協
議
し
て
い
く
。

可
燃
物
等
ゴ
ミ
処
理
委
託
費

用
に
平
成
30
年
度
は
３
３
８

１
万
円
か
か
っ
て
い
る
。
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
頂
き
、

ゴ
ミ
の
削
減
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
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前原　淳一議員

ここが聞きたい　　　問＆答

問　
独
立
行
政
法
人
や
公
営

企
業
法
の
全
部
適
用
な
ど
経

営
形
態
の
見
直
し
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

答　
現
段
階
で
は
病
院
の
あ

る
べ
き
姿
の
方
針
に
全
力
を

傾
注
し
て
い
く
。

○
小
中
一
貫
教
育

問　
施
設
一
体
型
の
小
中
一

貫
教
育
を
行
う
べ
き
で
は
。

答　
今
後
検
討
の
際
、
施
設

の
形
態
も
議
論
さ
れ
て
い
く
、

そ
の
と
き
判
断
さ
れ
る
。

問　
多
く
の
人
に
揉
ま
れ
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
人
は
大

人
に
な
っ
て
い
く
も
の
、
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
は
も
ち

ろ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
等
に
問
題
点
も
出

町
立
病
院
問
題

町
立
病
院
問
題

て
く
る
の
で
は
。

答　
本
町
の
小
中
連
携
は
独

自
の
も
の
で
あ
り
学
力
向
上

と
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
を

目
指
し
て
い
る
。

問　
保
護
者
の
考
え
は
聞
い

た
の
か
。

答　
特
段
の
考
え
は
聞
い
て

い
な
い
。

問　
町
長
の
考
え
は
。

答　
先
進
地
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
街
づ
く
り
に
寄
与

し
て
い
く
。

問　
今
の
ま
ま
で
の
観
光
対

策
で
は
不
十
分
で
は
。

答　
神
話
伝
説
や
霧
島
・
伝

統
文
化
・
行
事
な
ど
の
資
源

を
活
用
し
、
観
光
誘
致
を
図

り
経
済
発
展
と
活
性
化
に
努

め
雇
用
を
創
出
し
て
い
く
。

○
経
営
形
態
の
見
直
し
を

問　
６
月
議
会
で
町
民
の
声

に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
そ

の
後
も
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。

答　
経
営
管
理
会
議
に
て
医

療
体
制
の
対
応
策
に
つ
い
て

協
議
し
た
。
今
後
も
内
容
不

足
な
ど
検
討
協
議
し
て
い
く
。

問　
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
の

検
討
を
始
め
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

答　
選
択
肢
を
見
据
え
た
上

で
９
月
中
に
と
り
ま
と
め
報

告
協
議
し
て
い
く
。

答　
本
町
の
学
校
教
育
に
ど

の
よ
う
な
形
態
が
適
切
か
を

含
め
検
討
し
て
い
く
。

○
ま
ち
づ
く
り

問　
今
の
町
営
住
宅
建
設
や

移
住
定
住
対
策
で
は
町
発
展

の
効
果
に
疑
問
が
残
る
、
思

い
切
っ
た
奇
想
天
外
の
発
想

も
必
要
で
は
。▲狭野小学校

▲競売前の旧高原高校
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陣　　圭介議員
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問　
中
央
商
店
街
の
現
状
に

つ
き
、
商
店
主
等
の
意
見
を

承
る
と
答
弁
さ
れ
た
が
。

答
　
商
店
街
再
生
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
も
い
た
だ
き
、
商

店
街
の
中
心
に
な
る
方
、
商

工
会
役
員
と
会
議
を
開
催
し

現
地
調
査
も
行
っ
た
。
商
店

街
の
空
き
店
舗
対
策
、
再
生

に
つ
き
具
体
的
方
針
を
今
後

出
す
。

○
町
立
病
院
に
つ
い
て

問　
病
院
の
現
状
の
訴
え
は
、

診
療
体
制
に
つ
い
て
の
声
が

大
き
い
。
現
場
に
ど
う
伝
え

る
か
？

答　
ま
ず
ど
う
い
っ
た
事
情

か
を
再
度
確
認
す
る
。
（
町

民
の
方
々
か
ら
の
）
声
に
つ

い
て
の
情
報
は
共
有
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
本
年
度
の
一
般
病
床
の

病
床
稼
働
率
は
？
稼
働
率
の

減
に
つ
い
て
、
原
因
の
分
析

は
？

答　
42
・
６
％
（
４
月
〜
７

月
）
。
入
院
患
者
数
を
増
や

す
対
策
に
つ
き
、
医
師
の
方

か
ら
「
厳
し
い
」
と
の
見
解

が
あ
り
、
そ
れ
以
上
議
論
し

て
い
な
い
。

問　

他
院
へ
の
紹
介
件
数

は
？

答　
６
８
６
件
（
平
成
30
年

度
）
。

（
意
見
）
他
院
へ
の
紹
介
が

外
来
患
者
数
、
入
院
患
者
数

の
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

は
明
ら
か
。

○
教
育
予
算

問　
冷
水
器
設
置
の
必
要
性

は
？

答　
学
校
長
と
教
育
委
員
会

で
協
議
し
、
設
置
は
見
送
っ

て
い
る
。
今
後
、
保
護
者
か

ら
の
要
望
の
有
無
や
環
境
の

変
化
な
ど
を
勘
案
し
検
討
す

る
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
団
体
誘

致
の
予
算
は
、
町
内
の
団
体

等
の
遠
征
費
用
等
の
拡
充
に

充
て
る
べ
き
。

答　
事
業
の
費
用
対
効
果
や

補
助
金
の
あ
り
方
も
含
め
、

今
後
検
討
を
重
ね
る
。

○
集
落
営
農

問　
農
機
具
を
組
合
員
が
私

的
に
使
用
し
、
そ
の
使
用
料

を
支
払
わ
な
い
場
合
、
対
応

は
？

答　
仮
に
そ
の
よ
う
な
状
況

で
活
動
に
支
障
を
来
し
て
い

る
場
合
は
組
合
長
会
議
等
で

助
言
す
る
。

問　
法
人
化
推
進
の
前
に
、

組
織
と
し
て
の
実
態
把
握
が

必
要
。
方
向
性
を
共
有
で
き

な
い
限
り
、
収
益
性
の
向
上

ま
で
の
苦
労
が
推
測
で
き
る
。

答　
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い

組
合
も
あ
る
。
関
係
機
関
と

連
携
し
指
導
・
助
言
す
る
。

○
住
宅
等
施
策

問　
新
た
な
住
宅
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
制
度
の
活
用
に　

つ
い
て
、
考
え
は
？

答　
移
住
定
住
の
促
進
に
繋

が
る
も
の
。
必
要
に
応
じ
て

制
度
の
情
報
の
周
知
を
図
る
。

病
院
の
早
期
経
営
改
善
を
!

病
院
の
早
期
経
営
改
善
を
!

▲中央商店街

▲高原病院
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中村　　昇議員

▲高原分遣所

ここが聞きたい　　　問＆答

広
域
消
防
に
つ
い
て

広
域
消
防
に
つ
い
て

○
消
防
職
員
の
確
保
を

問　
高
原
分
遣
所
で
は
所
長

も
含
め
16
名
。
通
常
の
場
合
、

夜
間
に
救
急
車
で
３
名
が
出

動
す
れ
ば
２
名
が
残
り
、
火

災
に
最
低
で
も
対
応
で
き
る
。

し
か
し
、
一
人
が
年
休
な
ど

で
休
む
と
対
応
が
取
れ
な
い
。

職
員
の
定
数
を
ど
う
考
え
る

か
。

答　
現
在
、
幹
事
会
、
理
事

会
で
検
討
し
て
い
る
。

事
で
休
め
な
い
人
な
ど
が
、

土
曜
日
に
受
診
し
た
り
、
利

用
し
や
す
い
も
の
だ
っ
た
。

休
診
に
至
っ
た
理
由
は
。

答　
鹿
大
よ
り
外
科
医
師
を

派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、

大
学
で
の
手
術
や
医
局
の
医

師
不
足
か
ら
土
曜
を
休
診
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
労
災
職
業
病
患
者
の
対
応

に
つ
い
て

問　
町
立
病
院
の
医
師
（
す

で
に
退
職
）
が
、
労
災
の
休

業
補
償
給
付
支
給
請
求
書
に

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

証
明
書
を
出
し
て
く
れ
ず
、

こ
の
ま
ま
で
は
補
償
が
打
ち

切
り
に
な
り
か
ね
な
い
と
し

て
、
転
院
さ
れ
た
。
病
院
経

営
に
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
、

ど
う
考
え
る
か
。

答　
不
手
際
も
あ
り
、
ご
面

倒
を
お
か
け
し
た
。

問　
振
動
病
を
お
持
ち
の
方

が
入
院
さ
れ
、
振
動
病
の
薬

を
出
し
て
く
だ
さ
い
と
お
願

い
し
た
が
、
10
日
経
っ
て
か

ら
出
し
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。

こ
れ
は
病
院
に
問
い
合
わ
せ

す
れ
ば
す
ぐ
に
対
応
で
き
た

こ
と
で
は
な
い
か
。

答　
町
外
の
病
院
で
あ
っ
た

た
め
、
当
院
で
の
薬
の
処
方

が
で
き
な
か
っ
た
。

○
福
祉
行
政
　
障
が
い
者
の

介
護
保
険
優
先
に
つ
い
て

問　
障
害
者
総
合
支
援
法
の

「
介
護
保
険
優
先
原
則
」
に

基
づ
き
、
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
使
用
す
る
障
が
い
者

が
65
歳
に
な
る
と
自
己
負
担

が
増
え
た
り
、
同
じ
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
が
、
本
町
の
対
応
は
。

答　
個
別
に
判
断
し
た
う
え

で
、
必
要
に
応
じ
て
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
。

○
投
票
所
の
改
善
に
つ
い
て

問　
小
林
市
や
え
び
の
市
は

靴
を
履
い
た
ま
ま
上
が
り
、

投
票
で
き
る
。
本
町
で
も
改

善
が
必
要
で
は
。

答　
施
設
に
シ
ー
ト
を
敷
く

な
ど
投
票
所
の
改
善
を
図
る
。

○
町
立
病
院
　
外
来
の
休
診

に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
平
日
に
は
仕



ここが聞きたい　　　問＆答

末永　　充議員

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

議会だより 8

問　
本
町
の
高
齢
者
支
援
及

び
高
原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
支
援
に
つ
い
て

答　
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
増

や
各
地
域
で
の
活
動
を
活
発

に
す
る
た
め
の
支
援
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
高

原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
支
援
と
し
て
、
運
営
費

の
一
部
補
助
及
び
各
種
業
務

を
委
託
し
て
い
る
。

問　
今
年
度
の
公
共
業
務
委

託
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
。

答　
中
央
公
民
館
図
書
室
業

務
、
学
校
用
務
員
業
務
、
水

道
施
設
点
検
等
業
務
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
及
び
見
守
り
業
務
、

各
種
草
刈
り
業
務
、
清
掃
業

務
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
適
正
処
理
業
務
で
あ
り
、

約
１
４
３
０
万
円
で
あ
る
。

問　
業
務
委
託
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
（
事
後
評
価
）
を
行
っ

て
い
る
か
。

答　
各
担
当
課
に
お
い
て
、

報
告
書
を
基
に
検
収
を
行
っ

て
い
る
。

○
健
康
支
援
の
取
組
に
つ
い

て問　
高
原
町
老
人
ク
ラ
ブ
、

21
団
体
の
活
動
状
況
等
に
つ

い
て

答　
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会

及
び
運
動
会
の
参
加
、
視
察

研
修
、
町
主
催
の
各
種
大
会

へ
の
参
加
や
清
掃
活
動
等
と

な
っ
て
い
る
。

問　
活
動
人
数
が
減
少
し
て

い
る
原
因
は
。

答　
仕
事
を
続
け
る
老
人
が

増
え
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
変
わ
り
社
会
的
参
加

が
多
く
な
っ
た
。

問　
高
齢
者
部
門
の
一
本
化

は
で
き
な
い
の
か
。

答　
令
和
２
年
４
月
に
、
高

齢
者
部
門
の
窓
口
を
一
本
化

し
、
安
心
し
て
相
談
で
き
る

場
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
組

む
。

○
高
原
町
防
災
無
線
に
つ
い

て問　
今
後
の
防
災
力
の
充
実

を
図
る
う
え
で
、
屋
外
拡
声

器
の
増
設
計
画
は
あ
る
か
。

答　
屋
外
拡
声
器
の
聞
こ
え

方
は
、
天
候
等
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
消

防
団
に
よ
る
広
報
や
県
の
災

害
情
報
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
報
道
各
社
へ
の
一
斉

情
報
伝
達
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。

問　
行
政
情
報
の
活
用
に
つ

い
て

答　
９
月
よ
り
登
録
型
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
「
高
原
町
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
し
、

聴
覚
障
が
い
者
用
の
文
字
で

表
示
で
き
る
タ
イ
プ
等
、
町

民
の
周
知
を
図
り
行
政
情
報

伝
達
の
活
用
に
努
め
る
。

▲庁舎屋上の野外拡声器

▲登録型メール
　サービス
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温水　宜昭議員

ここが聞きたい　　　問＆答

町
民
が
主
役
の
街
づ
く
り
を

町
民
が
主
役
の
街
づ
く
り
を

○
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

問　
本
町
の
農
業
形
態
の
現

状
と
支
援
策
に
つ
い
て

答　
専
業
・
兼
業
併
せ
た
農

家
戸
数
は
１
０
６
３
戸
。
認

定
農
業
者
は
２
６
９
経
営
体

で
、
肉
用
牛
関
係
が
約
６
割

で
あ
る
。
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
各
種
事
業
を
取
り

入
れ
、
生
産
者
や
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　
農
業
後
継
者
の
育
成
支

援
に
つ
い
て

答　
平
成
26
年
度
以
降
15
名

の
新
規
就
農
者
が
誕
生
し
て

い
る
が
、
今
後
は
農
業
次
世

代
人
材
投
資
事
業
等
を
活
用

し
、
担
い
手
確
保
に
努
め
る
。

問　
畑
地
か
ん
が
い
事
業
の

進
捗
状
況
と
推
奨
作
物
は

答　
15
地
区
９
３
０
ha
の
計

画
に
対
し
、
６
地
区
３
４
２

ha
が
事
業
実
施
中
又
は
完
了

し
て
い
る
。
推
奨
作
物
は
、

昨
年
度
か
ら
生
姜
モ
デ
ル
展

示
圃
を
設
置
し
収
量
増
・
収

入
増
の
実
績
を
得
て
い
る
。

問　
農
地
集
約
化
へ
の
取
組

と
斡
旋
状
況
に
つ
い
て

答　
町
内
農
地
面
積
２
２
２

０
ha
の
う
ち
、
約
42
％
９
２

５
ha
が
認
定
農
業
者
に
よ
っ

て
耕
作
さ
れ
て
い
る
。
農
地

売
買
の
平
均
価
格
は
水
田
で

30
万
８
千
円
／
反
、
畑
24
万

９
千
円
／
反
で
あ
る
。
賃
貸

借
価
格
は
水
田
１
万
円
／
反
、

畑
５
千
円
／
反
で
あ
る
。

問　
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
事
業
の
今
後
は

答　
令
和
２
年
度
以
降
の
第

５
期
計
画
で
も
、
集
落
営
農

組
合
の
考
え
方
、
活
動
等
を

把
握
し
な
が
ら
実
施
す
る
方

向
で
、
国
や
県
と
も
密
に
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

○
高
原
病
院
改
善
に
つ
い
て

問　
経
営
改
善
検
討
会
議
の

現
状
は

答　
令
和
２
年
３
月
ま
で
に
、

次
期
病
院
長
や
新
規
医
師
確

保
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と

や
救
急
告
示
施
設
の
存
続
等

を
柱
と
し
て
協
議
を
行
っ
て

い
る
。

問　
西
諸
医
療
圏
内
連
携
で

の
医
療
提
供
の
方
法
は

答　
え
び
の
市
、
小
林
市
、

高
原
町
の
副
市
長
、
副
町
長

並
び
に
病
院
関
係
者
で
構
成

す
る
公
立
病
院
部
会
を
設
置

し
、
第
１
回
目
の
会
議
を
９

月
末
に
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。

問　
今
後
の
高
原
病
院
改
善

に
向
け
て
は
、
町
民
や
現
場

職
員
の
声
も
参
考
に
さ
れ
、

慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め
て
は

答　
高
原
病
院
の
改
善
は
最

重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

目
標
達
成
の
た
め
具
体
的
な

取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

▲畑地かんがい事業

▲県の共進会
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【国土強靭化対策の推進を求める意見書】

　近年の頻発化、激甚化する自然災害やあらゆるリスクに対して、国は平成２６年に

国土強靭化基本計画を策定し、さらに平成３０年には見直しを行っております。

　さらに、政府は、防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策を打ち出し、被

害を最小限にとどめ、迅速に回復させる、また、重要なインフラの機能維持に努める

べく取り組んでいます。

　本県にあっても、高速道路のミッシングリンク解消や道路ネットワークの機能強化

など、社会資本整備において、災害時における機能強化を含めた対応が求められてい

るところです。

このような状況にあって、災害の最前線に位置する市町村では、様々な対応に着手し

ていますが、今後の施策を十分に展開するためにも、充足した財源の確保を含めた支

援は極めて重要な問題であると考えます。

よって、国に対し、関連予算の確保等を求める意見書を提出しました。

【医療保険制度改革の推進を求める意見書】

　国民健康保険は、国民皆保険制度の柱でもあり、最後の砦とも言える保険でありま

す。しかしながら、国民健康保険料（税）については、協会けんぽなどの被用者保険

と比べ、格段に高い状況にあります。

　御承知のとおり、国保料（税）には、収入のない子供に対しても課せられる「均等

割」が、制度として組み込まれており、このことも、加入世帯・加入者の大きな負担

となっている要因と思われます。

　このようなことから、国の責任と負担のもと、国保制度が安定的かつ持続的に運営

されること、また、子育て世帯の負担軽減が図られる支援制度の創設が望まれます。

　よって、国に対し、国保制度改革の推進に係る対策を求めるものです。

意　見　書
国や県などに要望するため、議会の考えをまとめて、意見書として提出します。

お知らせ
【高原病院に関する特別委員会設置】

　目的　高原病院の経営及び今後の在り方について、議会として効率的かつ機動的に

調査研究と検討を行い、町当局に提言を行うものです。

特別委員会を設置しました。
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「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

令和元年　第４回定例会議議決結果

報　告

第２号

平成３０年度高原町健全
化判断比率及び資金不足
比率について

認　定

第８号

平成３０年度高原町病院
事業決算認定について

認　定

第９号

請　願

第１号

発　議

第９号

平成３０年度高原町工業
用水道事業決算認定につ
いて

国土強靱化対策の推進を
求める意見書（案）

発　議

第10号

医療保険制度改革の推進
を求める意見書（案）

発　議

第11号

高原病院に関する特別委
員会設置に関する決議

国民健康保険料（税）を
協会けんぽ並みに引き下
げる改善を求める請願書

陳　情

第１号

高原病院の現状を改善す
ることを目的とした特別
委員会の設置を求める陳
情書

専決処分について　令和
元年度高原町一般会計補
正予算（第２号）

消費税及び地方消費税の
税率の改正に伴う関係条
例の整備に関する条例

高原町会計年度任用職員
の給与及び費用弁償に関
する条例

高原町手数料条例の一部
を改正する条例

高原町印鑑登録及び証明
に関する条例の一部を改
正する条例

地方公務員法及び地方自
治法の一部を改正する法
律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例

同　意

第６号

承　認

第５号

議　案

第36号

議　案

第37号

議　案

第38号

議　案

第39号

議　案

第40号

高原町景観条例

物品購入契約について

令和元年度高原町一般会
計補正予算（第３号）

令和元年度高原町介護保
険事業特別会計補正予算
（第２号）

議　案

第41号

議　案

第42号

議　案

第43号

令和元年度高原町後期高
齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

平成３０年度高原町一般
会計歳入歳出決算認定に
ついて

平成３０年度高原町農業
集落排水事業特別会計歳
入歳出決算認定について

議　案

第44号

議　案

第45号

認　定

第１号

平成３０年度高原町住宅
新築資金等貸付事業特別
会計歳入歳出決算認定に
ついて

認　定

第２号

認　定

第３号

平成３０年度高原町国民
健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について

認　定

第４号

平成３０年度高原町介護
保険事業特別会計歳入歳
出決算認定について

認　定

第５号

平成３０年度高原町後期
高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について

認　定

第６号

教育委員会の委員の任命
について

−− − − − − − − − − −

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○●●○○○●●○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○●○○○●○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○●○●○

−○○○○○●○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○●●●○

−○○○○○●○○○

−○○○○○●○○○

議 案

番 号
件　　　　　　名

議
決
結
果

同
　
意

承
　
認

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

認
　
定

認
　
定

認
　
定

可
　
決

可
　
決

一
部
採

一
部
採

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

認
　
定

議
決
結
果

⑧
福
澤
卓
志

③
前
原
淳
一

⑥
入
佐
廣
登

④
中
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平成３０年度高原町水道
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卓
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③
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中
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⑩
温
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※議会への提言・疑問・質問・議会だよりの

　感想等、ご自由にお書き下さい。
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か
は
る
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編
集
後
記

シリーズ②

　平成３１年３月の定例会にて「高原町健康づくり推進条例」
が制定されました。
　町民が健康であることが、まちづくりの基本です。 

づくり推進!
いつまでも たのしく みんなで健康に

■
発
行
日
／
令
和
元
年
11
月
　
日 

■
発
行
／
高
原
町
議
会 

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

   

〠
8
8
9
ー
4
4
9
2 

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
大
字
西
麓
8
9
9
番
地  

☎(

0
9
8
4)

42

−

5
1
3
8

１
◇
今
年
も
早
11
月
と
な
り
、
繁
忙
期
も
過
ぎ
て
皆
様
に

は
一
段
落
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

◇
さ
て
、
９
月
の
定
例
議
会
も
補
正
予
算
や
30
年
度
決

算
が
全
て
可
決
承
認
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。
一
般
質
問

で
は
６
名
が
登
壇
し
、
内
４
名
が
高
原
病
院
の
問
題
や

あ
り
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
病
院
問
題
は
町
財

政
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
問
題
で
あ
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
も
感
心
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
◇
議
会

で
も
当
局
に
提
言
を
す
べ
く
、
病
院
改
革
特
別
委
員
会

を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
◇
ま
た
、
編
集
委
員
会

で
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
一
新
し
、
さ
ら
に
は
町
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
幅
広
く
お
聞
き
す
る
た
め
に
葉
書
を
つ
け
ま

し
た
の
で
、
是
非
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
◇
今
後
も
、
よ
り
読
み
や
す
い
議
会
便
り
に
な
る

よ
う
に
委
員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

前 

原　

淳 

一

他人の巣箱にチャッカリ…
ムササビの「くま」

他人の巣箱にチャッカリ…
ムササビの「くま」

はじめよう、まずは体を動かすことから…はじめよう、まずは体を動かすことから…

高原には自然がいっぱい

 健康のために散策をしてみませんか!
高原には自然がいっぱい

 健康のために散策をしてみませんか!

料金受取人払郵便

都城郵便局
承　認

差出有効期間
令和３年９月
３０日まで

（切手不要）
（受取人）

574

8 8 9 4 4 9 0

郵  便  は  が  き

高原町大字西麓８９９番地

高原町役場　議会事務局
議会だより編集委員会　行

切り取り線

ご氏名

ふりがな

お電話

ご住所

※匿名を希望される場合はご記入ください。

（〒　　　  −　    　　　）


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12

